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令和3年度 Sport in Life推進プロジェクト
（ターゲット横断的なスポーツ実施者の増加方策事業）

事業報告概要

代表団体

事業タイトル

一般社団法人慶應ラグビー倶楽部

Kanagawa & Keio Sports SDGs Project
〜オンライン・オンサイト併用の世代横断型運動プログラム〜

構成団体

対象テーマ 子供・女性・ビジネスパーソン・コロナ禍

実証フィールド
（地域）

横浜市と藤沢市を主なフィールドとした神奈川県全域

事業内容サマリ

ターゲット

●本増加方策のターゲット

●ターゲットのスポーツ実施を促すポイント（仮説）

事業の実施概要

一般社団法人慶應ラグビー倶楽部

Kanagawa & Keio Sports SDGs Project
〜オンライン・オンサイト併用の世代横断型運動プログラム〜

慶應義塾⼤学、神奈川県、パフォーマンスゴールシステム株式会社、株式会社イティサス
株式会社タウンニュース、認定NPO法人湘南ふじさわシニアネット

本方策は、都市化やコロナ禍により屋外や集合形式でのスポーツ実施が制限されている子ど
もたちと、その保護者（自身のために運動・スポーツに時間を割くことが難しい就労・子育て
世代）、さらにはシニア世代まで広げた世代横断的なターゲットを対象に実施する。
運動をしたくても時間や場所の制限により出来ない方や運動・スポーツにあまり興味がない方
も含め、身体を動かすことの楽しさや⼤切さを発見・継続できる気づきを与えることを目的にプ
ログラムを設計する。エリアについては、人口過密により充分なスポーツ施設や運動場が確保
されていない横浜市及び慶應⼤学がキャンパスを構える藤沢市を中心に、神奈川県全域を
モデルに実施する。

⼤学の知見に基づいたオンラインとオンサイト(対面)の運動プログラムを「併用」する点が第1
のポイントである。世代を越えて気軽に参加できるオンラインイベントを通して親子での運動
実施のきっかけや身体活動がもたらす多様な効果に関しての知見の提供し、その後の屋外
でのオンサイト(対面)イベントへの参加意欲を喚起する。メインイベントであるオンサイト(対
面)プログラムは、運動が得意でも得意でなくても楽しみ、学べる内容を世代ごとに用意する。
第2のポイントは、テクノロジーを利活用したデータ駆動型のスポーツイベント体験の提供であ
る。事後にもオンラインを活用して振り返りや取得したデータをフィードバックする機会を作る。
第3のポイントは産学公連携である。神奈川県。慶應⼤学に加え多様な構成団体が連携
し、それぞれの強みを生かして広報・集客、プログラム作成、運営にあたりターゲットのスポーツ
実施を促す。

①神奈川＆慶應スポーツSDGsフェスティバル2021の実施（2021年10月）
対面とオンラインを併用した親子参加型スポーツイベント。活動量計やGPSなどテクノロジーの活用。

②神奈川オンラインラジオ体操2021-2022冬の実施
冬休み期間中に親子で運動と学びができる機会をオンラインで提供。
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結果に基づく要因の分析（仮説検証）効果検証の方法と結果

今後の展開
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神奈川&慶應スポーツSDGsフェスティバル2021

神奈川オンラインラジオ体操

② 60%（子供）が冬休み中は週0日から週
4日の運動に止まっていると回答。運動不足にな
りがちな冬休みに運動機会を提供できた。

③ 60％の保護者が全6回参加したと回答する
など、保護者も高い参加率だった。

実施後アンケート

① 72%（子供）が夏のオンラインラジオ体操2021(連携プログラム)にも参加していたと回答。

① 参加者（子供）のおよそ80%が、イベントに参加して
運動スポーツを好き・やや好きになったと回答。

実施後アンケート

② 参加者（保護者）
およそ90%は仕事をしていると回答。
およそ75%は週0-2回の低い運動習慣と回答。

③ 保護者の自由回答では、現状の自分をデータで知ることが
できた、運動に対して見直すきっかけができたなど、運動・スポー
ツ習慣の行動変容につながる可能性がある内容が目立った

④ 子供に関する自由回答では、新しいスポーツや普段関
わらない人と触れることが良い経験だった、GPSで自分の能
力を知ることができたなど、新しい体験によりスポーツや運動
への興味関心が喚起されたとみられる内容が目立った。

➢本事業参加者の高い満足度と運動・スポーツに対するポジティブな影響
• 慶應⼤学の知見と実績に裏づけられた高クオリティのプログラム
• ⼤学・自治体・プロフェッショナルコーチなど、構成団体それぞれの強みを生かした実施体制

➢就労・子育て世代へのアプローチの成功
• 子供をきっかけとした巻き込み
• 単発イベントに終わらさない工夫（⼤学による活動量計データ活用や前後のオンラインセッ

ションなど）
• 参加しやすいオンラインの活用・早朝時間の活用

➢長期休暇中の運動機会提供・生活リズム維持への貢献
• オンラインで自宅からの気軽さ
• 早朝ラジオ体操という世代間の共通言語
• 楽しみや学びがあるプログラム内容

➢課題
• 神奈川&スポーツSDGsフェスティバル2021の参加者に冬のオンラインラジオ体操の参加もメー
ルで告知はしたが参加率は低かった。告知の方法やタイミングに要因があったと考えている。

• 上記以外も、どのような告知媒体でどの程度の参加者が集まるのかが分からなく、集客する際
に苦労したが、今後につながる経験となった。

本事業である神奈川&慶應スポーツSDGsフェスティバル（秋）、冬のオンラインラジオ体操（冬）、連携プ
ログラムである港北オンラインラジオ体操（夏）と、オンラインと対面イベントを併用しながら一過性に終わらな
いイベントを年間を通して横浜市や藤沢市の住民を中心に提供し、スポーツ庁が推進する運動スポーツ実
施者の増加に一定の貢献ができた。現地でのリアルな声やアンケートではまた来年も実施して欲しいというポ
ジティブな声が多く、継続性、自走化を模索していきたい。最⼤の課題は実施に必要な資金面の安定的な
確保であり、今回の構成団体である神奈川県や慶應⼤学とも協力しながら協力者を探していきたい。また、
特にオンラインラジオ体操は横展開がしやすい取り組みであり、Sport in Lifeの発信力を生かして多くの
方々に本事業を知っていただき、地域で同じ取り組みをしたい、などの仲間を増やしていくことも視野にいれて
活動していきたい。



代表団体名： 一般社団法人慶應ラグビー倶楽部事業① 神奈川&慶應スポーツSDGsフェスティバル2021

神奈川&慶應スポーツSDGsフェスティバル2021
ホームページ

神奈川県「県のたより」2021年9月号における広報
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タウンニュース藤沢版 9月17日
タウンニュース
港北区版10月28日
藤沢版10月29日
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10月3日（日）事前 親子オンラインプログラム
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小学生プログラムの様子 約100名が参加



代表団体名： 一般社団法人慶應ラグビー倶楽部事業① 神奈川&慶應スポーツSDGsフェスティバル2021

保護者プログラムの様子 10月9日 約70名参加
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シニアプログラムの様子 10月9日 約30名参加
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10月17日（日）事後親子オンラインZoomプログラム
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イベントで使用した
GPS受信機 終了証書

GPS受信機で測定した走行データを記入
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10月9日イベント当日実施アンケート回答（小学生）
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保護者のアンケートでは、現状の自分をデータで知ることができた、運動
に対して見直すきっかけができたなど、運動・スポーツ習慣の行動変容に
つながる可能性があるコメントが目立った



代表団体名： 一般社団法人慶應ラグビー倶楽部事業② 神奈川オンラインラジオ体操2021-2022冬

横浜市港北区内の小学校全生徒に配
布したハガキ型のチラシ。

スポーツSDGsミニ講座

慶應体育会学生によるパフォーマンス体操



代表団体名： 一般社団法人慶應ラグビー倶楽部事業② 神奈川オンラインラジオ体操2021-2022冬

出所：報道ステーションTwitter
※2021年夏のオンラインラジオ体操の様子

1月4日
ラグビーリーグワン
横浜キヤノンイーグルス
選手・GMがゲスト参加
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Zoom YouTube Zoom+YouTubeZoom+YouTube

参加者数 視聴回数 合計
１参加者/1視聴者
あたり2人で参加と想

定した場合

12月27日 74 114 188 376

12月28日 69 93 162 324

12月29日 69 78 147 294

1月4日 64 95 159 318

1月5日 62 56 118 236

1月6日 64 47 111 222

Zoom YouTube Zoom+YouTube Zoom+YouTube

平均 67 81 148 296

オンラインラジオ体操参加者数



代表団体名： 一般社団法人慶應ラグビー倶楽部事業② 神奈川オンラインラジオ体操2021-2022冬

① 72%（子供）が夏のオンラインラジオ体操2021(連携プログラム)
にも参加していたと回答。コロナ禍で屋外活動が制限される中で継続
的な運動機会の提供ができている。

② 60%（子供）が冬休み中は週0日から週4日の運動に止まっ
ていると回答。運動不足になりがちな冬休みに新たな運動機会を提
供することができた。

③ 60％の保護者が子供と一緒に全6回参加したと回答。こどもを
きっかけに、運動不足になりがちな保護者世代へアプローチすることが
できた。

実施後アンケート


